
早池峰帯（川村ほか, 1996）は，東北日本の古生代島弧テ

レーン（南部北上帯）とジュラ紀付加体（北部北上帯; 島津

ほか, 1970）との境界部に分布する地質体である．早池峰帯

は構成岩相や緑色岩が海洋性の性格を示していることから付

加体だと考えられている（川村・北上古生層研究グループ,

1988）が，早池峰帯を構成する各岩相の層序・構成・構造は

十分に明らかにされていない．濱野ほか（2002）は早池峰帯

の緑色岩に挟在する鉄マンガン質赤色チャートから後期デボ

は　じ　め　に

ン紀コノドントを初めて発見した．しかしこの化石年代は付

加した海洋プレートの年代であり，早池峰帯の付加年代は依

然不明なままであった．

今回，早池峰帯の砕屑岩から前期ないし中期デボン紀～前

期石炭紀にかけての産出期間をもつ放散虫化石を発見した．

緑色岩に挟在する赤色チャートの年代が後期デボン紀である

ことを考えると，早池峰帯の付加年代は前期石炭紀である可

能性が高い．日本には 400～ 445 Maの変成年代を示す高圧

型結晶片岩がいくつか報告されており（例えば, 丸山・植田,

1974），それらは先デボン紀付加体の変成相であるとされて

いる（磯h, 1998）．しかし，これまで日本の付加体砕屑岩

から中期ペルム紀より古い化石の報告例はない．早池峰帯の

前期石炭紀年代は，日本列島の付加体砕屑岩から報告された

化石年代としては最古である．

盛岡市南東部地域の早池峰帯（Fig. 1）を構成する根
ね

田
だ

茂
も

コンプレックス（川村・北上古生層研究グループ, 1988）は，

緑色岩類・塊状～厚層理チャート・泥岩・砂岩・“泥質・珪

質ラミナイト”・珪長質凝灰岩などからなる．泥質・珪質ラ

ミナイトは根田茂コンプレックスに特徴的な岩石で，泥質薄

層と淡緑色の凝灰質～珪質薄層の細互層からなる．根田茂コ

ンプレックスの各岩相は一般に側方への連続性に乏しいレン

ズ状の分布を示し（Fig. 2），それらの相互関係には不明な点

が多い．また全体に強い剪断変形を被っており，砂岩・泥
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Abstract: Early Carboniferous radiolarians were newly

discovered from siltstone of the Nedamo Complex in the

Hayachine Terrane, Northeast Japan. This siltstone and

other clastic rocks along with greenstone and chert are

the components of an accretionary complex. Radiolarian

fauna contains Palaeoscenidium cladophorum Deflan-

dre that ranges in age from Early or Middle Devonian to

Early Carboniferous. Since the Fe-Mn chert intercalated

in a MORB-type basalt of the Nedamo Complex was

assigned an age of Late Devonian（Hamano et al., 2002）,
the accretionary age of the Hayachine Terrane is no

older than Late Devonian, most probable Early Car-

boniferous. This is the first report of an Early Carboni-

ferous accretionary complex recognized by biostrati-

graphic data in Japan.
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早池峰帯から発見された前期石炭紀放散虫化石－付加体砕屑岩からの日本最古
の化石年代－
Early Carboniferous radiolarians discovered from the Hayachine Terrane, Northeast Japan: the oldest
fossil age for clastic rocks of accretionary complex in Japan
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Fig. 1. Index map of the Hayachine Terrane（simplified from Kawa-
mura et al., 1996）.



岩・珪長質凝灰岩などの互層では，コンピーテント層が破断

してブーダン状・レンズ状を示す場合が多い．

放散虫化石が産出した砕屑岩の岩相

放散虫化石は盛岡市綱取
つなとり

ダムから約 2 km上流の中津川に

露出する砕屑岩から得られた（Figs. 2, 3, 4）．露頭周辺のル

ートマップを Fig. 4に示す．この付近の地層は，全体に著し

い剪断変形を被っている根田茂コンプレックスの中では例外

的に変形の程度が弱い．放散虫化石が得られた灰色シルト岩

のほかに，珪長質粗粒凝灰岩・凝灰質シルト岩・火山性砂岩

および灰色チャートが分布する．これら堆積岩類の層理面の

一般走向は北西－南東で，傾斜は垂直に近い．珪長質粗粒凝

灰岩は再結晶が著しく淡緑色チャート様を呈するが，鏡下で

は大量の火山ガラス片が認められ，火山性の石英結晶破片を

多く含む．火山性砂岩は緑色を呈し，鏡下では流紋岩質火山

岩片を多く含む．灰色チャートは灰色部と灰白色部が厚さ 2

～ 3 cmで互層するもので，全体に再結晶・変形しており，

北東側の凝灰質シルト岩とは剪断すべり面で接している．

放散虫化石を産出した灰色シルト岩は，厚さ数 mm～ 10

cm程度の淡灰色～淡緑灰色の凝灰質シルト岩層を少量含む

（Fig. 5.A）．全体として剪断を受けているがその程度は弱く，

葉理構造が残存している．灰色シルト岩は鏡下では弱い圧力

溶解劈開を示しており（Fig. 5.B），粘土鉱物が弱い定向配列

を示す．やや粗粒で葉理のある部分では，石英粒子（Fig.

5.B）のほか，放散虫殻が見られる．

上記の灰色シルト岩を 5％フッ化水素酸で処理した結果，

放散虫・珪質海綿骨針化石が得られた（Fig. 6）．残渣中に含

放散虫化石と年代
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Fig. 2. Geologic map of southeast of Morioka（modified from the
unpublished data of the Kitakami Paleozoic Research Group）.

Fig. 3. Map showing the fossil locality ; a part of 1:25,000 map of
“Oshida”and“Morioka”published by the Geographical Survey
Institute of Japan.

Fig. 4. Route map along the Nakatsugawa River showing the lithol-
ogy of the Nedamo Complex and the radiolarian fossil locality.

Fig. 5.（A）Outcrop of the radiolarian-bearing siltstone. Gs: gray
siltstone with lamination. Ts: pale green tuffaceous siltstone. A pen
for scale is 14 cm long.（B）Photomicrograph of the gray siltstone
（open polar）. Qz: clastic quartz grain.



まれる放散虫化石は少量で，殻の変形も著しい．また，一般

に再結晶作用が進んでおり，微細な石英の集合体になってい

る場合が多い．そのため，球状殻をもつ放散虫（Fig. 6の

11, 12）では，科・属レベルの同定に必要な内部骨格の形質

が観察できる個体は得られていない．一方，骨針状殻をもつ

放散虫は骨格構造が比較的良く残されており，シルト岩試料

を 15回以上繰り返し処理し，保存良好な個体の抽出を試み

た結果，Fig. 6の 1～ 10で示した Palaeoscenidium

cladophorum Deflandreが得られた．

P. cladophorumは，きわめて短いmedian barの両端か

ら，棘が頭頂半球側と下部半球側にそれぞれ 2本ずつ生えた

基本骨格をもつ放散虫である．頭頂半球側の棘は下部半球側

のそれに比べ短い．4本ある頭頂半球側の棘のうち，1本が

他の棘より長い場合が多い．下部半球側の棘は長さが 400μ

mに達することもあり，しばしば短い装飾棘が発達する．ま

た，下部半球側の棘の基部付近がテント状の薄板状殻におお

われていることも本種の特徴である．

P. cladophorumはこれまで，ヨーロッパ・オーストラリ

ア・北米・ロシア・中国および東南アジアなど世界各地の中

部デボン系～下部石炭系から多数報告されている（Deflan-

dre, 1953; Foreman, 1963; Braun, 1990; Aitchison et al.,

1999; Wang et al., 2003など）．本種が属する Palaeosceni-

diidae 科の放散虫は，ペルム系からは報告されていない

（De Wever et al., 2001）．三畳系からはしばしば本科に含め

られる骨針状殻をもつ放散虫化石が報告されているが

（Dumitrica, 1978），古生代の Palaeoscenidiidae科との系

統関係は明らかではなく，殻形態も異なる．したがって，本

種を含むシルト岩の年代は少なくともペルム紀以前である．

P. cladophorumの産出下限について詳しい検討は行われて

いないが，本種にきわめて近縁と考えられる Palaeosceni-

dium ishigai Wakamatsu, Sugiyama and Furutaniは前期

デボン紀に出現したことが最近の検討で明らかになっている

（栗原, 2003）．また，P. cladophorumのもっとも若い地層

からの産出記録は，北米テキサス Tesnus 層における Me-

ramecian上部～ Chesterian下部（Visean～ Serpukhovian

下部にほぼ相当する）に対比される部分からの報告である

（Noble, 1992; pl. II, fig. 12のUnidentified radiolarianとさ

れた個体）．以上をまとめると，P. cladophorumとこれに

近縁な種の産出期間は，これまで知られている限り前期デボ

ン紀～前期石炭紀である．

上に述べたように Palaeoscenidium cladophorumの示

す古生物学的な年代幅は，前期デボン紀ないし中期デボン紀

～前期石炭紀である．これに対する付加体地質学的な制約は

以下のようになる．P. cladophorumが得られた根田茂コン

プレックスのシルト岩は，石英粒子を普遍的に含み凝灰質シ

ルト岩が挟在する陸源性堆積物である．一方，濱野ほか

（2002）が報告したコノドントは，根田茂コンプレックスの

MORB緑色岩内に挟在する赤色チャートから得られたもの

で，その年代は付加した海洋プレートの生成年代を示してい

る．通常，ある付加体中の陸源性堆積物の年代は海洋プレー

早池峰帯の付加年代
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Fig. 6. Radiolarians and sponge spicule from the Nedamo Complex. 1-10: Palaeoscenidium cladophorum Deflandre, 11 and 12: spherical
radiolarians with bladed spines, 13: sponge spicule.



トの年代より若くなければならないので，その制約によりこ

こで報告した P. cladophorumを含むシルト岩の年代はチ

ャート中のコノドントの示す最後期デボン紀（Fammenian;

濱野ほか, 2002）より新しく，前期石炭紀であると結論でき

る．

放散虫化石が見出されたシルト岩は，その細粒な岩相から

付加体の陸源性堆積体の比較的下部の層序に属すると考えら

れる．その場合，シルト岩の年代は付加年代の下限に近い部

分を示していることになり，付加年代は前期石炭紀あるいは

それ以降となる．しかし付加体の陸源性堆積物のもつ年代幅

は大きくなく，一般に数十 Ma 以下（例えば, 松岡, 1984;

Kimura and Hori,1993）なので，シルト岩の上位に石炭紀よ

りも新しい年代を示す部分があるとは考えにくい．すなわち，

早池峰帯の付加年代の主体は前期石炭紀である可能性がもっ

とも高い．

濱野ほか（2002）は，後期デボン紀という早池峰帯の海洋

プレート年代から，それがジュラ紀付加体である北部北上帯

とは異なる古期付加体であるとした．古生代付加体としては，

西南日本内帯には超丹波帯などのペルム紀付加体がいくつか

知られており，その分布はフォッサマグナを越えて上越帯や

佐渡島に達している（矢野ほか, 1993; 鈴木・桑原, 2003）．し

たがって，それらに相当する地質体が東北日本にも分布して

いる可能性が考えられる．また，西南日本外帯においても黒

瀬川帯あるいは北部秩父帯中にペルム紀付加体が分布してい

る（例えば, 山北, 1998）．これらのペルム紀付加体には，多

量の珪長質凝灰岩が特徴的に含まれる（中ほか, 1986）．早池

峰帯根田茂コンプレックスには珪長質凝灰岩が多量に存在し

ており，両者の間には岩相上の類似点がある．しかし今回，

早池峰帯の陸源性砕屑岩から前期石炭紀と考えられる放散虫

化石が発見されたことによって，化石年代の下限が中期ペル

ム紀である（例えば, 中ほか, 1986）西南日本ペルム紀付加体

との間には約 100 Maにわたる年代ギャップが認識された．

西南日本には，ペルム紀付加体秋吉帯の構造的上位に三郡－

蓮華帯という高圧変成帯があり，約 280～ 340 Maの変成年

代を示す（柴田・西村, 1989; 辻森ほか, 2001）．少なくともそ

の一部が早池峰帯に相当する前期石炭紀付加体の高圧変成相

である可能性も十分考えられる．

今後の検討課題としては，1）西南日本におけるペルム紀

付加体の内部やその周辺に早池峰帯のような前期石炭紀付加

体がないかどうか，2）早池峰帯の周辺にペルム紀付加体が

存在するのかどうか，があげられる．
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